
    
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  新年度がスタートして、１か月以上が過ぎました。生徒たちは、少しずつ新しい環境に慣れて、授

 業や委員会活動、部活動等にしっかり取り組んでいる姿が見られます。
  さて、４月２２日に３年生、２４日に２年生、そして５月８日に１年生と４、
５組の授業参観および保護者会を実施しました。お忙しい中にもかかわらず、
多くの保護者の皆さまにご来校いただき、心より感謝申し上げます。授業参観
では、生徒たちが日頃の学習の成果を見てもらおうと、いつも以上に集中して
授業に取り組む姿が見られました。保護者の皆さまにも生徒たちの頑張ってい

 る様子を感じていただけたことと思います。
  また、４月２７日から５月８日にかけて、保護者面談を実施いたしました。昨年度から家庭訪問を
学校での保護者面談の形式に変更いたしましたが、今年度も２、３年生からも多くの希望をいただき、
生徒たちのご家庭での様子や学校での様子について情報を交換することができました。 
  今回の授業参観・保護者会・保護者面談は、ご家庭と学校をつなぎ、生徒一人ひとりの成長を共に
見守る貴重な時間となりました。いただいたご意見を参考にさせていただき、子どもたちのために職
員一同取り組んでまいりますので、引き続き、温かいご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ

 ます。
 
 
                                     
 
  ５月１５日（金）に、生徒会本部役員が中心となり生徒総会が開かれました。生徒会活動は、自分
たちが生活している学校を、自分たちの力でより良いものにしていこうという「自治的な活動」を学
ぶ場であり、中でも生徒総会は全校生徒が集まって活動方針や学校をよくするための具体的な方法等

 について話し合い、決定する重要な会議となります。
  今年度は、「かけがえのない友達と自分を思いやるために、私たちにできること」
という議題を設定し、「いじめ防止」について話し合いました。「いじめ」をなくすこ
とは、安心して学校生活を送るために生徒一人一人が考えていくべき課題です。各学
級では、事前に話し合いが行われ、「お互いを尊重し、ほどよい距離感で多様性を否
定せずに関わり合う」「思いやり、責任、協力を大切にして友達と深い関係をつくる」

「困っている人がいたら、積極的に声をかけ、助け合う行動をする」「客観的な視点をもって、助け
合い、思いやりがある行動を常に心がける」など、前向きな意見が多く出されました。    
  今回の生徒総会は、全校で「安心して過ごせる学校をつくる」という思いを共有する大切な機会と
なりました。今後も学校として、生徒の声を大切にしながら、「安全で温かい学校づくり」を進めて

 まいります。
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  生徒たちが日々積み重ねてきた努力の成果を発揮する場である総合体育大会（総体）が、いよいよ
幕を開けます。一部の競技を除いて、期間は５月３０日から６月１４日まで。桐生･みどり市の各会

 場で熱戦が繰り広げられることとなります。
  大会は、単に勝敗を競うだけの場ではありません。「努力を形にする瞬間」「仲間と支え合う経験」 
「自分の限界に挑戦する機会」「悔しさや喜びを通して学ぶ心の成長」など、多くの学
びが詰まっています。特に中学生にとって、部活動は学校生活の大きな柱のひとつです。
練習の中で身につけた「継続する力」「仲間を思いやる姿勢」「最後までやり抜く気持ち」

 は、これからの人生においても大切な財産となるはずです。
  学校としても、生徒たちが自信を持って大会に臨めるよう、顧問を中心にサポート体制を整えてい
ます。ご家庭でも、ぜひ温かい励ましの言葉をかけていただければ、生徒たちにとって大きな力とな

 ると思います。
  すべての部活動が、これまでの取り組みを存分に発揮し、悔いのない大会となることを願っていま
す。   生徒たちの挑戦に、どうぞご声援をお願いいたします。
 
 
 
 
  朝、玄関前で生徒たちに「おはようございます」と声をかけることがあります。その挨拶に対する
反応は子どもによって様々です。明るく元気に挨拶を返してくる子、小さな声で遠慮がちに挨拶する

 子、無言で会釈をする子、中には挨拶が苦手なのかなるべく遠くを歩いていく子もいます。
  さて、毎日の学校生活の中で、とても身近で、そして大切な行動のひとつが「挨拶」です。「おは
ようございます」「ありがとうございます」といった言葉は、ほんの数秒で交わせるものですが、そ

 の効果はとても大きいものです。
  挨拶には、「相手を大切にする気持ちを伝える力」「自分の気持ちを整える力」「学校全体の雰囲気
を明るくする力」  があります。朝、元気な挨拶が交わされる学校は、自然と笑顔が増え、学びに向
かう気持ちも高まります。また、挨拶をすることで「相手を認める」「自分を開く」という姿勢が育

 ち、人間関係をより良くするきっかけにもなります。
  これからも、挨拶を大切にして、明るい学校づくりを進めてまいります。  ご家庭でも、ぜひ日々

 の挨拶を温かく交わしていただければ幸いです。
 
 
               
 

 前号でお伝えしましたが、今回から「桜木中だより」の配布方法を紙媒体から「すぐーる」
   での配信に変更することといたしました。

 この変更により、スマートフォンやパソコンから桜木中だよりを確認できるようになり、利
   便性が向上すると考えています。また、保護者の方に迅速かつ確実にお届けすることが可能に
   なります。さらに、紙の使用量や印刷の時間を減らし、環境負荷や業務の軽減につなげること
   もできます。
     これからも、学校とご家庭がより円滑につながるための取組を進めてまいります。引き続き、
   本校の教育活動へのご理解とご協力をお願いいたします。


